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 （境界標がなくて困った事例１） 

父が亡くなり、相続が発生しました。相続人は私を含め兄妹３人で

すが、不動産を兄妹で共有するのは後々大変なため、３筆に分割す

ることにしました。 

 土地家屋調査士に分筆して欲しいとお願いすると、分筆をするに

は測量をしなければならないと言われました。 

 自分たちの土地を３つに分けるだけなのに、なぜ測量が必要なの

か理解できませんが、なんでも不動産登記法で決められているとの

ことでした。 

 また、これも初めて知ったことですが、測量はお隣りの方に立ち

会ってもらわなければいけないそうです。 

 お隣りは毎日工作をしている年配の方で、私は市役所に勤めてい

ますので、共通点が少ないうえ世代も違います。そのためお隣りと

は決して良い関係とはいえません。 

 境界の位置は自分では分かっていましたが、お隣りがどう思って

いるかと考えると不安になってきました。こんなことなら父が生き

ている間にきちんと測量をしておけばよかったと後悔しています。 

知っておきたい境界のこと  

 連帯保証人が死亡する以前に滞納賃料が発生していた場

合は、その滞納賃料に関する保証債務は、相続の原則に

従って承継されることになります。 

 すなわち、相続が発生すると、被相続に帰属していた権

利義務一切が相続人に承継されます。 

 権利については、原則として遺産分割協議によって具体

的な帰属を決めることができますが、不動産の賃貸借契約

における連帯保証のような金銭債務は可分債務であること

から、相続の発生と同時に当然に相続人間で分割され、各

相続人が法定相続分に応じて債務を負担しなければなりま

せん。 

 仮に遺産分割協議によって特定の相続人に承継させるこ

とを相続人間で合意したとしても、債権者（貸主）の承諾

がないかぎり、債権者に対抗することはできません。 

 したがって、すでに発生していた滞納賃料については、

賃貸人は連帯保証人の相続人に対し、その法定相続分に応

じて請求することができます。 

 さて、連帯保証人が死亡した場合、その相続人は連帯保

証人の地位を承継するのでしょうか。 

（連帯保証人の地位は相続放棄で回避できる） 

相続が発生してから３ヶ月以内に相続放棄を行えば、

被相続人の連帯保証人としての地位を継承しなてもす

みます。この場合、債権者は当然に被相続人に対して

債務の請求をすることはできません。 

（トラブルを防ぐために） 

保証人が死亡したことが分かった時点で、賃貸人とし

てはできるだけ速やかに賃借人および保証人の相続人

と連絡を取り、その後の保証人をどのようにするかを

協議することです。 

 相続人が複数の場合は、いちばん信用力のある相続

人との間で新たに保証契約書を取り交わすか、従前の

賃貸借契約について、保証人となることに異議がない

旨の念書を取り付けることができれば問題がありませ

ん。 

 このような協議ができない場合は、少なくても相続

人に対して被相続人が賃貸借契約の保証人であり、保

証人の地位が相続人に承継されていることを通知して

おくことが望ましいでしょう。 
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 「昔は決まるまで時間が早かったし、細かいことを言う人も

少なかったなぁ。任せておきなさいと言えば大概の人は素直

に頷いたもんだ。それにくらべ今はなんでもインターネットで

調べてくるから、やりにくいったらありゃしない」 

 古き良き時代で育った二代目社長。それは見当はずれの

愚痴ですよと言ってやりたかったのですが、なにせ今日初め

て会ったばかりの関係です。 

 ここは適当に相槌を打ち、まずは、ほんとうに物件を任せて

くれるのか再確認しました。 

 「何度も言わせるなって。任せると言った以上、約束は守る

から。他の不動産会社には情報は流さない。そのかわり、絶

対に売ってくれよ。売主も焦っているようだから」 

 今日、広告に出たばかりなのに、なぜ売主さんが焦るのか

理由がわかりません。 

 さっき吸い終わったばかりだというのに、また煙草に火を点

ける社長。 

「急いでいないからと言っておきながら、最近は『どうなってい

る』と、しょっちゅう聞いてくるんだから、まいっちゃうよ」 

 聞けば、この社長が売却の依頼を受けたのは三ヶ月前で

すが、広告はきょうが初めてだそうです。     次号に続く 
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 前回は、 広告主の不動産会社へ訪問すると・・・というとこ

ろまででした。 

 社長は、初対面とは思えない人懐っこい笑顔で私を出迎え

てくれました。 

 タバコの匂いさえ我慢すれば、これからも良い付き合いが

できそうです。 

 話しを戻します。挨拶もそこそこに気になる広告の反響具

合を聞いてみました。 

 「いやぁ、思ったよりたいしたことないよ。これまで三人ほど電

話があったけど、今のところそれっきりだな」 

 時計の針を見るとまだお昼前です。午前中に三人も問合せ

があれば御の字です。 

 「米本さん、この物件を取り扱わせてほしいと言ってたよな。

いいよ。あんたに任すからお客さんを付けてくれるかい？」 

 任す？ きょう初めて会ったばかりというのに、売れ筋物件

を任せるとは、いったいどういうことでしょうか。 

 「売主の手前、広告は打ったけどね、正直に言うと、俺、エ

ンドユーザーの対応が苦手なんだよ」 

  照れ隠しなのか笑いながら話す社長は言葉を続けます。 


